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新体制スタート

　

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

町
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目

指
し
て

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
町
議

会
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
議
会
の
信
頼
に
関
わ
る

中
で
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議

長
と
い
う
大
役
を
担
う
こ
と
に
な
り
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
同
時
に
、
そ

の
責
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
の
皆
様
の
信
頼
を
損
な

う
事
と
な
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
議

会
を
代
表
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
後
は
、
新
体
制
の
も
と
、
町
民
の

信
頼
を
回
復
す
べ
く
、
襟
を
正
し
、
議

会
議
員
全
員
で
、
モ
ラ
ル
の
徹
底
を
図

り
、
町
民
の
た
め
に
議
会
改
革
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。　

　
さ
て
、
早
島
町
で
は
、
第
5
次
総
合

計
画
の
策
定
を
進
め
、
今
後
10
年
に
わ

た
っ
て
の
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
こ
う
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
町
民
皆
様
の
念
願

で
あ
り
ま
し
た
早
島
駅
周
辺
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
と
地
域
拠
点
施
設
整
備
事
業
、

国
道
2
号
線
の
渋
滞
対
策
な
ど
が
動
き

だ
し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
議
会
は
、

町
民
の
幸
せ
、
そ
し
て
早
島
町
の
発
展

の
た
め
に
、
町
執
行
部
と
も
し
っ
か
り

と
向
き
合
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
身
近
で
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、
誠
心
誠
意

努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　
３
月
の
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
員
の
皆
様
の
御
推
挙
に
よ
り
、
副
議

長
に
就
任
し
ま
し
た
根
木
一
で
す
。

　
議
員
と
し
て
の
経
験
は
浅
く
、
そ
の

責
任
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
副
議
長
の
職
務

を
遂
行
す
る
と
共
に
、
議
長
の
補
佐
役

と
し
て
町
政
の
推
進
と
、
公
正
か
つ
円

滑
な
る
議
会
運
営
に
努
め
て
い
く
覚
悟

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、と
て
も
厳
し
い
財
政
状
況
の
な

か
早
島
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
・
福
祉
・
教
育
の
充

実
、そ
し
て
地
方
創
生
の
取
り
組
み
等
、

重
要
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
更
に
は
、
地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い

議
会
の
役
割
と
責
務
が
拡
大
し
、
責
任

あ
る
議
会
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
議
会
は
二
元
代
表
制
の
も
と
、
行

政
に
対
す
る
監
視
機
能
を
し
っ
か
り
と

果
た
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す

が
、
町
民
の
皆
様
の
声
を
お
聞
き
し
な

が
ら
、皆
様
の
安
全
と
安
心
を
確
保
し
、

議
会
の
総
合
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、

全
力
で
頑
張
る
決
意
で
す
。

　
今
後
と
も
、町
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層

の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
副
議
長
就

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

根木　一 平岡　守

早島町議会の
正副議長が交代しました。

　3月 29日、早島町議会 舩越 健一 議長および佐藤 智広 副議長の辞職にともない、正副議長選挙が
行われ、議長に平岡守議員、副議長に根木一議員を選出いたしました。
　新体制のもと、議員一同、議会改革、綱紀粛正にとりくみ、町民の皆さんに開かれた議会をつくります。

選挙結果 ▶ 議 長 選 挙　平岡守氏……  9票 ／ 無効票……1票
　　　　　  副議長選挙　根木一氏……10票 ／ 無効票……0票
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３月議会報告

令
和
３
年
３
月
議
会
報
告

教
室
不
足
、法
令
遵
守
を
問
う

教
育
長
問
責
決
議
を 

可
決

　
３
月
定
例
会
は
３
日
か
ら
18
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
最
終
日
に「
徳
山
順
子
教
育
長
に
対
す
る
問
責
決
議
」
が
平
岡
守
議
員

よ
り
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
令
和
３
年
度
当
初
予
算
、
条
例
改
正
な
ど
計
25
議
案
が
審
議
さ
れ
、
一

般
会
計
予
算
に
対
す
る
付
帯
決
議
が
採
択
さ
れ
、
他
議
案
に
つ
い
て
は
全
会
一

致
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

徳山順子教育長に対する問責決議
　徳山順子教育長が就任以来、学校教育ビジョンの
推進の中で様々な努力を行ってきたことについては
一定の評価はするが、以下の課題を放置してきた教
育長の責任は、議会として看過できない。
　教育長は、長年にわたって議会から教室不足を指摘
されていたにもかかわらず、「当面問題がない」と放置
してきた。しかし、令和３年度に学級数の増加が現実
のものとなり、教室不足を急遽コロナ対策での支援学
級の分割によって対応せざるを得ない状況となった。
　義務教育学校については、上位計画に位置づけら
れていないにもかかわらず、義務教育学校検討会を
開催してきた。本来は全町で議論を行うべき課題で
あるが、議会には全く説明が行われておらず、令和
３年２月になり、はじめて「中学校地へ５、６年生
を通わせる」という案が議会に示された。その中で
も『納税者から見た評価』といった取りまとめ内容
について現実に調査を行っていない “想像 ”の指標が
並べられている等、実態とは異なっており、他の部

署との意思統一や説明責任を怠ったことと併せ、議
会に対する背信行為と言わざるを得ない。
　義務教育学校については、子どもたちに多大な負
担を強いる妥協案ではなく、総合教育会議で最も良
いとされた『小中一体型』を視野に入れ、将来にわ
たる財政計画を見通すことと併せて町全体で行財政
改革に取り組んでいただきたい。
　また、教育委員会が所管するイ草栽培保存事業イ
草田は契約更新が長年にわたって滞っている等、農
業委員会や議会からその違法性がたびたび指摘され
てきたにもかかわらず、半年間放置されてきた。
　教育長にその職責を厳しく問い、猛省を促すとと
もに、法令を必ず遵守し、他者の意見も尊重しながら、
本来の職責である学力向上や教室不足の解消、町学
校教育ビジョンの推進、そして教育委員会事務局職
員の管理・監督に全力を傾注されることを求め、問
責決議とする。
� 令和３年３月　早島町議会

反
対  

根
木 

　
一
　
議
員

　

こ
の
問
責
決
議
が
承
認
さ
れ
、
教
育
長

が
辞
任
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
説
明
さ

れ
る
の
か
。
後
任
の
教
育
長
は
考
え
れ
ら

れ
て
い
る
の
か
。
町
長
に
任
せ
る
と
い
う

の
で
は
無
責
任
で
は
な
い
か
。

反
対  

佐
藤
　
辰
美
　
議
員

　

私
は
こ
こ
で
問
責
決
議
を
出
し
て
非
難

す
る
よ
り
も
、
発
生
源
対
策
を
提
案
し
て
、

そ
の
次
に
注
意
し
て
厳
し
く
対
応
す
る
等

の
、
メ
リ
ハ
リ
の
つ
い
た
議
会
に
な
る
こ

と
を
切
望
す
る
。

賛
成  

古
田
　
敬
司
　
議
員

　

教
育
長
の
尽
力
に
は
一
定
の
評
価
を
す

る
が
、
社
会
教
育
施
設
で
あ
る
中
央
公
民

館
の
建
て
替
え
や
義
務
教
育
学
校
の
問
題

は
、
財
政
的
な
裏
づ
け
が
な
い
中
で
進
め

ら
れ
て
お
り
、
関
係
者
に
対
す
る
配
慮
が

不
足
し
て
い
る
。

賛
成  

細
田
　
貴
道
　
議
員

　
法
令
遵
守
に
基
づ
く
職
務
執
行
に
関
し
、

何
度
も
問
題
点
が
見
え
た
。
議
会
と
し
て

見
過
ご
す
の
は
難
し
い
。

　

ま
た
、
職
員
の
管
理
に
も
不
十
分
さ
を

感
じ
る
。

　

 

問
責
決
議
に
対
す
る
討
論
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３月定例議会概要

　
３
月
定
例
会
及
び
、
３
月
29
日
開
催
し
た
臨
時
会
に
お
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

設
置
、
事
業
者
支
援
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
を
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

●3月定例会 採決状況　　○賛成　　×反対　　議長（舩越健一）は採決に加わらない。

議　案

平
岡　
　
守

古
田　
敬
司

佐
藤　
智
広

真
鍋　
和
崇

細
田　
貴
道

佐
藤　
辰
美

林　
　
郁
夫

根
木　
　
一

佐
藤　
博
文

議決結果
(賛成：反対)

発議第４号
徳山順子教育長に対する問責決議について 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 × 〇 可決（6：3）

他、議案は全会一致で可決。

関連予算可決新型コロナ・ワクチン接種
町独自支援策

人
事
案
件

教
育
委
員
の
選
任
（
新
任
）

市
橋　
晃　
氏

Ｑ�

：
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
に
は
、
教

育
委
員
は
「
教
育
、
学
術
及
び

文
化
に
関
し
識
見
を
有
す
る
も

の
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

識
見
を
お
持
ち
の
方
な
の
か
。

Ａ�

：
学
校
教
育
課
長　
教
育
に
熱

心
な
方
だ
。

Ｑ�

：
ど
の
よ
う
に
熱
心
な
方
な
の

か
。

Ａ�

：
学
校
教
育
課
長　
家
庭
教
育

に
熱
心
な
方
だ
。

　

�

幼
稚
園
行
事
に
積
極
的
に
参
加

さ
れ
て
い
る
。

― 

意
見
書
の
可
決 

―

『
国
立
病
院
の
機
能
強
化
を
求
め

る
意
見
書
』

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
日

本
の
医
療
体
制
の
ぜ
い
弱
さ
が
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
。
国
立
病
院
の

機
能
強
化
と
、
医
師
、
看
護
師
を

は
じ
め
と
す
る
職
員
の
増
員
を
求

め
る

コロナ対策の主なもの

❶ワクチン接種�―�約 4,200 万円（事務費、接種費など全て含む）
　�65 歳以上の町民を対象に接種を開始します。（その後、その他の町民の皆さん
へ随時実施予定です）
　�５月 10日より個別接種の予約を開始し、５月 17日から個別接種の開始（予定）、
集団接種は６月より実施（予定）です。

　コールセンターの開設　
　�ワクチン接種等に対するお問い合わせのためのコールセンターを開設していま
す。【電話番号 086-482-0619　受付時間８時 30分～ 17時 15分】

❷町内業者への支援策�―�約 2,010 万円
　�マスクや消毒液、アクリルボード、加湿器等の
資機材や設備購入費に対して 10 万円を限度と
して２/３を補助。

❸交通系 ICカードの配布�―�約 3,180 万円
　�町内飲食、小売店、JR 等で利用できる 16歳以
上の町民を対象にひとり 3,000 円の ICOCAを
配布。
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常任委員会

Ｑ�

：
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
駐
車
場

の
確
保
は
大
丈
夫
か
。

Ａ�

：
駐
車
可
能
台
数
が
40
台
か
ら
45
台

に
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｑ
：
今
後
の
設
備
の
充
実
は
。

Ａ�

：
キ
ャ
ン
プ
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や

ド
ッ
ク
ラ
ン
の
整
備
等
、
指
定
管
理

者
と
協
議
し
な
が
ら
充
実
を
図
る
。

　

◆�

ニ
ュ
ー
早
島
団
地
内
道
路
を

町
道
に
移
管

Ｑ
：
道
路
の
規
制
は

Ａ�

：
今
後
、
警
察
と
協
議
す
る
。

◆�

所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

　
修
繕
や
改
良
が
必
要
な
町
道
や
町
南

部
農
地
の
水
路
整
備
な
ど
現
在
の
状
況

を
確
認
し
、
議
会
と
し
て
、
予
算
の
確

保
と
迅
速
な
対
応
を
求
め
た
。

総務厚生常任委員会・産業文教常任委員会・予算審査常任委員会

Ｑ
：
条
例
の
目
的
・
狙
い
は

Ａ�

：
相
続
人
が
不
在
の
場
合
、
町
は
債

権
を
放
棄
で
き
る
こ
と
を
明
確
に
し

た
い
。

Ｑ�

：
町
の
債
権
と
は
ど
ん
な
も
の
を
指

す
か
。

Ａ�

：
町
営
住
宅
使
用
料
や
土
地
借
料
等

が
当
た
る
。

Ｑ�

：
生
活
困
窮
世
帯
の
税
、
学
校
給
食

な
ど
滞
納
の
差
し
押
さ
え
に
つ
い
て

は
慎
重
に
判
断
さ
れ
た
い
。

◆�

町
介
護
手
当
支
給
条
例
の
改
正

　

�　
「
ね
た
き
り
老
人
」
を
「
ね
た
き

り
高
齢
者
」
に
「
痴
ほ
う
性
老
人
」

を
「
認
知
症
高
齢
者
」
に
改
め
る
。

Ｑ
：「
ね
た
き
り
」
の
表
現
は
適
切
か
。

Ａ
：
わ
か
ら
な
い
。

◆
所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

〇
地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
に
つ
い
て

　

現
在
懇
話
会
で
検
討
を
進
め
て
お

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
諸
問
題
は
報
告
さ

れ
て
い
な
い
。地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
体
制
の
確
立
を
併
せ
て
求
め
た
。

〇
外
出
付
き
添
い
事
業
に
つ
い
て

　

高
齢
者
の
外
出
の
付
き
添
い
事
業
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
実
施
す
る
も
の
。

　
当
面
は
試
行
と
し
て
実
施
し
、
課
題

を
精
査
し
議
会
に
報
告
を
さ
れ
た
い
。

町
債
権
管
理
の
方
針
を
明
確
化 

― 

管
理
条
例
を
制
定

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
実
施
、 

指
定
管
理
委
託
へ

産
業
文
教
常
任
委
員
会

Ｑ
：
住
宅
使
用
料
の
増
加
理
由
は
。

Ａ�

：
新
規
入
居
に
よ
る
増
加
だ
。
現
在

70
戸
の
う
ち
空
き
は
２
戸
の
み
。
う

ち
１
戸
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
に
備

え
て
い
る
。

Ｑ�

：
庁
舎
の
電
気
代
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

伴
い
ど
の
程
度
減
っ
た
の
か
。

Ａ�

：
約
50
％
。
３
５
０
～
４
０
０
万
円

程
度
減
額
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｑ�

：
コ
ン
ビ
ニ
納
付
・
ス
マ
ホ
決
済
導

入
事
業
の
導
入
時
期
は
。

Ａ
：
10
月
頃
と
な
る
見
込
み
。

Ｑ�
：
小
学
校
の
外
壁
修
繕
工
事

６
６
０
０
万
円
が
あ
る
が
、
全
体
の

修
繕
工
事
の
規
模
は
ど
の
程
度
に
な

る
の
か
。

Ａ
：
総
額
は
は
っ
き
り
と
わ
か
ら
な
い
。

コ
ン
ビ
ニ
納
付
、ス
マ
ホ
決
済
事
業 

10
月
に
実
施
予
定 

―
３
月
補
正
予
算
を
審
議

予
算
審
査
常
任
委
員
会
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予算審査常任委員会

一
般
会
計
予
算
付
帯
決
議
を
採
択

① 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
他

　
本
町
の
公
共
交
通
の
将
来
的
な
方
向

に
つ
い
て
、
町
外
移
動
タ
ク
シ
ー
助
成

事
業
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
等

の
公
共
交
通
の
在
り
方
を
検
討
し
た
全

体
計
画
の
策
定
を
行
う
こ
と
。
な
お
、

町
外
移
動
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
に
つ
い

て
は
十
分
な
検
証
が
得
ら
れ
て
い
な
い

と
考
え
る
。
令
和
3
年
度
は
試
行
で
の

運
転
と
し
、
移
動
目
的
等
の
詳
細
情
報

を
採
取
し
、
併
せ
て
他
の
類
似
事
業
と

の
整
合
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ

と
。

②
教
室
の
確
保
に
つ
い
て

　
人
口
動
向
や
町
総
合
計
画
及
び
各
種

計
画
を
踏
ま
え
つ
つ
、
教
室
の
確
保
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
。

＊
付
帯
決
議
と
は

　
国
会
や
地
方
議
会
に
お
い
て
議
決
さ

れ
た
法
案
・
予
算
案
に
関
し
て
付
さ
れ

る
、
施
行
に
つ
い
て
の
意
見
や
希
望
な

ど
を
表
明
す
る
決
議
で
す
。
法
律
的
な

拘
束
力
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

議
会
と
町
長
等
の
信
頼
関
係
に
お
い

て
、
町
長
等
は
こ
れ
を
尊
重
す
る
こ
と

を
議
会
が
求
め
る
も
の
。

主
な
質
疑

Ｑ�

：
庁
舎
等
駐
車
場
整
備
事
業
3
千
万

円
の
内
容
は
。

Ａ�

：
庁
舎
敷
地
に
隣
接
す
る
町
有
地
の

護
岸
工
事
に
2
千
万
円
、
舗
装
工
事

に
1
千
万
円
。

Ｑ�

：
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
収
入

減
は

Ａ�

：
個
人
町
民
税
は
前
年
度
比
96
％
程

度
、
法
人
税
は
1
割
減
を
見
込
ん
で

い
る
。

Ｑ�

：
歳
入
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い

く
の
か
。

Ａ�

：
国
の
補
填
を
見
込
ん
で
い
る　

Ｑ�

：
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営

を
問
う　

Ａ�

：
年
度
末
登
録
者
数
119
名
、
準
公
金

の
扱
い
で
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の

も
と
月
1
回
財
務
報
告
を
受
け
て
い

る
。　

Ｑ�

：
犯
罪
被
害
者
等
支
援
の
内
容
は

Ａ�

：
警
察
が
認
定
し
、
本
年
度
か
ら
新

た
に
設
け
る
。

Ｑ�

：
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
職

員
委
託
に
つ
い
て

Ａ�

：
総
会
後
、
会
計
年
度
任
用
職
員
で

な
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
職
員
と
し
て
採
用

す
る
。

　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
予
算
審
査
常
任
委
員
会
を
3
日
間
に
わ
た
り

審
議
し
、
令
和
3
年
度
予
算
を
可
決
。
ま
た
付
帯
決
議
が
提
出
さ
れ
、

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

■
予
算
審
査
常
任
委
員
会

令
和
３
年
度

　
予
算
総
額
91
億
２
２
２
６
万
円

一般会計は過去最大
前年度比4.1％増の
53億2800万円
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あ
い
つ
ぐ
不
祥
事
に
対
す
る
責
任
を
追
及

町
長
等
の
給
与
を
削
減

　
昨
年
末
、
町
会
計
年
度
任
用

職
員
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
会
計
か
ら

の
金
銭
着
服
事
件
が
発
覚
し
ま

し
た
。
町
長
就
任
以
来
、
不
祥

事
が
５
件
発
生
し
て
お
り
、
議

会
と
し
て
そ
の
責
任
を
厳
し
く

問
う
と
と
も
に
、
再
発
防
止
を

強
く
求
め
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
町
長
・
副
町
長
と
も

３
か
月
の
減
給
案
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
町
長
の
責
任
の
重

さ
を
鑑
み
、
議
会
で
協
議
を

行
っ
た
後
、町
長
10
％
５
か
月
、

副
町
長
10
％
３
か
月
の
給
与
を

減
額
す
る
条
例
を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
相
次
ぐ
不
祥
事
対
応
に

つ
い
て
、
議
会
内
に
内
部
統
制

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
長
給
与
を
10
％

５
か
月
間
の
削
減

主要事業を現地視察
予算審査常任委員会

小学校外壁修繕
国の補助を受けて、非構造部材を対象
に校舎の外壁修繕工事を行う。

町道一号線道路改良工事
早島インターチェンジに隣接する下野地区（新産業拠点）
で骨格となる道路面整備を行う。

民俗資料館整備事業

戸川家記念館の２階に、民具
等を展示するスペースを整備
し、当館の展示内容の充実を
図る。

県道倉敷妹尾線に接する
下野地内擁壁劣化補修

下野地内町有地の擁壁につい
て、経年劣化によるひび割れ
が発生し、危険な状態である
ことから維持補修を行うもの。　

なお、維持補修に係る工事は、隣接する本州四国連絡高速道
路の耐震補強工事にあわせて実施する。

ふれあいの森公園の
駐車場他整備

地域再生計画に基づき、ふれ
あいの森公園キャンプ場整備
工事等を実施する。また、ふ
れあいの森公園は本年 4 月から指定管理者制度を導入する
ことにより、民間の活力を活かし、魅力的な公園づくりを行
うことで公園利用者の増加を図る。

議会が
注目
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議会活性化特別委員会

◆
議
会
基
本
条
例
の
実
践
的
な
取
り
組
み

　
早
島
町
議
会
で
は
、
平
成
30
年
8
月
の
改
選
期
を

契
機
に
、
議
会
の
活
性
化
、
議
会
改
革
を
す
す
め
る

た
め
『
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
』
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
愛
育
委
員
会
、
栄
養

委
員
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
保
幼
小
中
連
絡
協

議
会
、
自
治
会
等
、
各
種
団
体
の
皆
さ
ま
と
の
意
見

交
換
会
や
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
。
昨
年
は
、
町

民
の
皆
様
か
ら
の
要
望
や
提
言
、
そ
の
他
の
意
見
を

広
く
聴
取
し
、
町
議
会
の
運
営
等
に
反
映
さ
せ
、
町

議
会
の
円
滑
か
つ
民
主
的
な
運
営
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
設
立
。
更
に
、
議

員
間
討
議
、
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
活
動
等
、
新

た
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

実
は
こ
れ
ら
は
今
か
ら
8
年
前
、『
開
か
れ
た
議

会
を
つ
く
る
』
こ
と
を
目
的
に
制
定
し
た
『
議
会
基

本
条
例
』の
実
践
的
な
取
り
組
み
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

◆
目
指
す
の
は
住
民
福
祉
の
向
上

　
山
梨
学
院
大
学
教
授
の
江
藤
俊
昭
先
生
は
「
議
会

基
本
条
例
制
定
の
最
も
大
き
な
意
義
は
『
新
た
な
議

会
の
創
造
』」
と
し
、
①
閉
鎖
的
な
議
会
か
ら
住
民

に
開
か
れ
住
民
と
歩
む
議
会
。
②
質
問
・
質
疑
だ
け

の
場
か
ら
議
員
間
討
議
を
重
視
す
る
議
会
。
③
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
追
認
機
関
で
は
な
く
首
長
等
と

政
策
競
争
を
す
る
議
会
。
…
を
議
会
の
3
つ
の
原
則

と
す
る
一
方
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定
は
あ
く
ま
で

「
形
式
的
な
改
革
に
す
ぎ
な
い
」
も
の
で
あ
り
、「
議

会
改
革
に
よ
っ
て
住
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
」
と
仰
っ
て
い
ま
す
。

◆
新
体
制
の
も
と
、
一
丸
と
な
り
取
り
組
む

　
我
々
、
早
島
町
議
会
で
も
、
町
民
と
の
『
情
報
共

有
化
』の
た
め
、

議
案
や
協
議
資

料
、
会
議
後
の

報
告
書
…
ｅ
ｔ

ｃ
。
だ
け
で
な

く
、
個
々
の
議

員
の
活
動
を
評

価
で
き
る
情
報

（
例
え
ば
政
策

立
案
等
）
を
提

供
し
て
い
く
所

存
で
す
。

　

ま
た
、『
住

民
参
画
』
の
た

め
の
議
会
報
告
会

や
意
見
交
換
会
だ
け
で
な
く『
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
』

に
よ
る
議
会
へ
の
参
画
の
推
進
。

　
更
に
は
、
議
会
機
能
強
化
の
た
め
、
議
員
間
討
議

や
委
員
会
調
査
活
動
と
い
っ
た
根
源
・
根
幹
部
分
の

議
会
の
『
質
的
な
充
実
」
に
、
平
岡
議
長
・
根
木
副

議
長
新
体
制
の
も
と
、
議
会
が
一
丸
と
な
り
、
皆
さ

ま
の
付
託
に
お
応
え
す
べ
く
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

【
所
管
事
務
調
査
】
各
常
任
委
員
会
で
、
そ
の
課
に

属
す
る
事
務
に
関
し
て
の
調
査
の
こ
と
。
各
常
任
委

員
会
が
自
主
的
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
調
査
を
行
い

ま
す
。

▼
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
（
総
務
、
健
康
福
祉
、
町

民
、
税
務
）

▼
産
業
文
教
常
任
委
員
会
（
建
設
農
林
、
ま
ち
づ
く

り
企
画
、
上
下
水
道
、
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
）

住
民
参
画
・
議
員
間
討
議
・

委
員
会
調
査
活
動
の
推
進

モニター会議での意見交換

活発な意見交換会（若宮・大谷荘）



9 早島町議会だより　No.72

ここが聞きたい！一般質問

一
般

質
問

問　

前
回
の
質
問
で
、

早
島
町
と
し
て
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

を
要
望
し
た
結
果
は
。

答
　
町
長　
岡
山
連
携

中
枢
の
８
市
５
町
の
市

町
村
が
、
２
０
５
０
年

ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排

出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す

宣
言
を
し
た
。

問　
家
庭
に
お
け
る
二

酸
化
炭
素
の
削
減
で
、

ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
促
進
事
業
補
助
金

の
増
額
要
求
は
、
予
算

案
で
増
額
と
な
っ
て
い

た
。

答
　
町
長　
地
球
温
暖

化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問　
２
０
３
０
年
の
目

標
達
成
と
掲
げ
ら
れ
て

い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
持
続
可

能
な
開
発
目
標
に
対
す

る
、
行
政
の
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

答
　
町
長　
現
在
第
５

次
早
島
町
総
合
計
画
を

策
定
し
て
い
る
。
個
別

の
政
策
で
目
指
す
水
準

の
設
定
や
進
行
管
理
に

際
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活

用
し
て
達
成
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
く
予
定
。

　

総
合
政
策
の
策
定
に

当
り
、
庁
内
42
人
の
職

員
で
委
員
会
を
組
織
し
、

職
員
手
作
り
の
総
合
計

画
と
し
て
、
自
分
の
担

当
業
務
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

の
関
係
が
分
か
り
や
す

く
な
っ
て
い
る
。

問　
職
員
の
名
刺
や
各

課
の
看
板
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
ア
イ
コ
ン
を
書
き

込
む
よ
う
要
望
す
る
。

答
　
町
長　
こ
れ
か
ら

研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　
政
府
は
、
持
続
可

能
な
開
発
目
標
推
進
本

部
を
設
置
し
て
い
る

が
、
町
の
体
制
は
。

答
　
町
長　
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
推
進

本
部
で
行
う
。

問　
持
続
可
能
な
開
発

目
標
推
進
条
例
を
つ
く

ら
な
い
の
か
。

答
　
町
長　
制
定
ま
で

考
え
て
い
な
い
。

地
域
包
括
ケ
ア 

シ
ス
テ
ム
の
構
築

問　
高
齢
者
は
２
０
２

５
年
に
は
推
定
人
口
で

３
，５
６
０
人
と
な
り
、

現
在
よ
り
110
人
の
増
と

な
る
。
生
活
支
援
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答
　
健
康
福
祉
課
長

本
年
３
月
か
ら
外
出
付

添
い
事
業
を
試
行
し
て

い
る
。
今
後
と
も
、
地

域
の
実
状
に
よ
り
各
種

事
業
に
取
り
組
ん
で
行

く
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
体
制
は
。

答
　
町
長　
２
０
２
５

年
に
高
齢
者
数
が
ピ
ー

ク
と
な
る
が
、
現
在
の

人
員
で
、業
務
を
行
う
。

要
望
　
４
月
１
日
に

地
域
共
生
社
会
の
実
現

の
た
め
の
社
会
福
祉

法
・
介
護
保
険
法
・
老

人
福
祉
法
等
が
改
正
さ

れ
、
包
括
的
な
支
援
体

制
の
構
築
等
が
列
挙
さ

れ
て
い
る
。
誰
一
人
置

き
去
り
に
し
な
い
こ
と

を
目
標
に
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

お
願
い
す
る
。

問  早島町として環境省提唱の
ゼロカーボンシティ宣言は

答  二酸化炭素排出実質ゼロを目指す
　  宣言をした

根木 一 議員
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ここが聞きたい！一般質問

問　
（
昨
年
、
町
内
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
準
公
金
を
職
員

が
着
服
し
た
問
題
に
つ

い
て
）
町
長
が
就
任
を

さ
れ
て
か
ら
５
度
目
の

不
祥
事
だ
。
な
ぜ
発
生

し
た
の
か
。

答
　
町
長　

関
係
団

体
、
町
民
に
多
大
な
迷

惑
を
か
け
、
深
く
お
わ

び
す
る
。

　
会
計
事
務
に
関
す
る

責
任
所
在
が
不
明
確

だ
っ
た
。
通
帳
と
銀
行

印
を
１
人
で
管
理
し
、

会
計
事
務
も
当
該
職
員

が
１
人
で
処
理
し
、
第

三
者
の
チ
ェ
ッ
ク
が
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

問　
監
査
委
員
会
か
ら

も
議
会
か
ら
も
度
々
外

郭
団
体
の
会
計
管
理
に

つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
き

た
。
な
ぜ
適
正
に
行
わ

れ
な
か
っ
た
の
か
。

答
　
健
康
福
祉
課
長

そ
ち
ら
の
方
ま
で
頭
が

回
ら
な
か
っ
た
。

要
望　

問
題
を
小
さ

く
見
せ
よ
う
と
す
る
か

ら
対
応
が
後
手
に
な

る
。
町
長
が
責
任
を
重

く
受
け
止
め
、
問
題
の

総
括
を
す
べ
き
。

義
務
教
育
学
校
と

教
室
不
足
へ
の
対
応

問　
令
和
８
年
以
降
に

小
学
５
・
６
年
生
を
中

学
校
に
移
す
案
を
示
し

た
。

　
数
十
億
円
と
も
想
定

を
さ
れ
る
コ
ス
ト
等
、

様
々
な
問
題
点
が
指
摘

を
さ
れ
て
い
る
。

　
議
会
に
示
さ
れ
た
有

識
者
の［
提
言
］で
は
、

『
納
税
者
か
ら
見
た
評

価
』と
の
指
標
が
あ
る
。

　

こ
れ
は
納
税
者
が

「
そ
う
思
う
だ
ろ
う
」

と
考
え
た
「
想
像
」
の

評
価
で
は
な
い
か
。

答
　
教
育
長
　
原
案
は

（
教
育
委
員
会
が
）
作

成
し
、
そ
れ
を
関
係
者

に
確
認
し
た
。

問　
教
室
不
足
に
つ
い

て
こ
れ
ま
で
何
度
も
指

摘
し
て
き
た
が
「
教
室

不
足
は
な
い
」
と
答
弁

し
て
き
た
。

　
今
年
度
の
教
室
増
に

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
コ
ロ
ナ
対
策
で
実
施

し
た
支
援
学
級
の
間
仕

切
り
で
生
ま
れ
た
空
き

教
室
を
活
用
す
る
。

問　
コ
ロ
ナ
が
な
け
れ

ば
新
入
生
を
迎
え
る
の

に
教
室
が
足
り
な
い
異

常
事
態
だ
っ
た
。

　
な
ぜ
放
置
し
て
き
た

の
か
。
現
３
年
生
や
支

援
学
級
な
ど
で
教
室
が

い
っ
ぱ
い
の
状
況
が
続

く
。
さ
ら
に
児
童
数
の

増
え
る
で
あ
ろ
う
小
学

校
。
ど
う
対
応
す
る
の

か
。

問
　
教
育
長
　
検
討
は

し
て
き
た
。

　
現
在
の
教
室
数
で
対

応
で
き
る
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
を

う
け
る
町
民
、
町
内

業
者
へ
の
支
援
を

問　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

を
防
止
し
町
内
業
者
と

町
民
の
暮
ら
し
を
維
持

す
る
決
意
を
。

答
　
町
長　

事
業
継

続
・
展
開
の
新
た
な
取

組
を
支
援
す
る
。

真鍋 和崇 議員

問  

あ
い
つ
ぐ
不
祥
事  
な
ぜ
発
生
し
た
の
か

答   

会
計
事
務
に
関
す
る
責
任
所
在
が

　

   
不
明
確
だ
っ
た

『コロナ対応のために間仕切りされた特別支援教室』
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問　
災
害
時
の
緊
急
情

報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
受
信
で
き
る
シ
ス
テ

ム
が
出
来
た
が
、
町
民

に
ど
の
様
に
周
知
す
る

の
か
。

　
3
月
の
広
報
誌
に
ア

プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

す
る
た
め
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
掲
載
が
あ
る
が
、
若

い
世
代
に
は
安
易
だ

が
、
年
配
の
方
に
は
手

助
け
を
し
て
い
く
必
要

性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
対
策
は
考
え
て
い

る
の
か
。

答
　
町
長
　
防
災
の
出

前
講
座
や
健
康
福
祉
課

と
連
携
し
、
高
齢
者
の

集
う
集
会
な
ど
の
機
会

を
捉
え
て
周
知
を
行
う

と
と
も
に
、
イ
ン
ス

ト
ー
ル
の
相
談
が
あ
れ

ば
お
手
伝
い
を
す
る
。

防
災
行
政
無
線
の
音
声

の
不
感
地
帯
に
つ
い
て

問　
防
災
行
政
無
線
で

の
拡
声
の
不
感
地
帯
は

い
ま
だ
に
対
策
が
な

い
。
ス
ピ
ー
カ
ー
の
増

設
な
ど
、
町
民
の
生
命

に
関
わ
る
事
、
後
手
に

な
ら
な
い
様
に
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

答
　
町
長
　
ス
ピ
ー

カ
ー
の
増
設
は
こ
れ
か

ら
行
っ
て
い
く
。

拡
声
機
能
を
利
用
し
て

の
注
意
喚
起
に
つ
い
て

問　
防
災
行
政
無
線
の

拡
声
機
能
を
利
用
し
て

の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に

対
す
る
注
意
喚
起
と
と

も
に
町
の
情
報
、
施
設

の
利
用
状
況
な
ど
も
必

要
で
は
な
い
か
。

答
　
町
長
　
緊
急
度
、

重
要
度
な
ど
精
査
を
し

て
お
知
ら
せ
で
き
る
情

報
は
提
供
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

倉
敷
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と

の
防
災
協
定
に
つ
い
て

問　
倉
敷
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
と
の
防
災
協
定
は

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
。

答
　
町
長
　
4
月
の
締

結
に
向
け
た
手
続
き
等

現
在
双
方
で
行
っ
て
い

る
。

早
島
町
の
管
理
す
る

た
め
池
に
つ
い
て

問　
町
内
の
た
め
池
は

い
く
つ
あ
る
の
か
、
ま

た
そ
れ
ら
ど
の
様
に
管

理
し
て
い
る
の
か
。

答
　
町
長
　
現
在
9
か

所
で
管
理
に
つ
い
て
は

堤
体
の
草
刈
り
や
水
位

の
管
理
等
、
土
地
改
良

施
設
と
し
て
適
正
な
維

持
管
理
に
努
め
て
い

る
。

問　
時
期
に
よ
っ
て
は

藻
、
ヒ
シ
な
ど
の
影
響

で
悪
臭
を
放
っ
て
い

る
。
特
に
住
宅
と
密

接
し
て
い
る
山
川
池
、

ひ
ょ
う
た
ん
池
な
ど
対

策
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
町
長
　
山
川
池
に

つ
い
て
は
令
和
3
年
度

ヒ
シ
除
去
の
予
算
を
確

保
し
て
い
る
。
令
和
4

年
度
に
浚
渫
を
行
う
予

定
だ
。

問  

災
害
緊
急
情
報
ア
プ
リ
の

　

 

イ
ン
ス
ト
ー
ル
は

答  
高
齢
者
の
集
会
等
の
機
会
な
ど
で

　

 

周
知
し
て
い
く

平岡 守 議員

ここが聞きたい！一般質問
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ここが聞きたい！一般質問

問　
公
金
等
の
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
立

は
。

答
　
町
長　
必
ず
複
数

の
職
員
で
事
務
を
担
当

す
る
規
定
と
と
も
に
、

所
属
長
や
会
計
管
理
者

に
よ
る
日
常
的
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
制
度
化
す

る問　
た
び
た
び
起
こ
る

不
祥
事
に
対
す
る
内
部

統
制
の
確
立
は
。

答
　
町
長　
そ
の
都
度
、

今
ま
で
も
修
正
し
て
き

た
。

　
そ
の
積
み
上
げ
が
現

在
の
早
島
町
組
織
で
あ

り
、
抜
け
落
ち
た
と
こ

ろ
を
補
い
な
が
ら
今
後

も
、
さ
ら
な
る
内
部
統

制
の
強
化
を
図
る
。

国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
に
つ
い
て

問　
近
隣
市
町
村
と
比

較
し
て
も
突
出
し
て
高

い
の
は
。

答
　
町
長　
医
療
費
水

準
が
高
い
こ
と
と
所
得

水
準
が
高
い
こ
と
か
ら

納
付
金
の
額
が
高
く
な

り
、
そ
の
財
源
と
な
る

国
保
税
の
税
率
が
高
く

な
っ
て
い
る
。

問　
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
は
。

答
　
町
長　
基
金
の
使

途
と
い
う
の
は
、
条
例

で
納
付
金
の
納
付
に
要

す
る
費
用
、
保
険
事
業

に
充
て
る
費
用
、
そ
の

他
財
政
上
、
必
要
が
生

じ
た
場
合
と
規
定
さ
れ

て
お
り
、
保
険
税
率
を

下
げ
る
た
め
の
繰
り
入

れ
と
い
う
も
の
は
想
定

さ
れ
て
い
な
い
。

問　
基
金
を
取
り
崩
し

て
の
保
険
料
減
額
は
。

答
　
町
長　
安
定
的
に

運
用
す
る
に
は
、
あ
る

程
度
の
基
金
を
持
っ
て

運
用
さ
せ
て
頂
き
た

い
。
そ
れ
よ
り
も
医
療

水
準
が
上
が
ら
な
い
仕

組
み
作
り
が
一
番
大
切

な
こ
と
だ
と
考
え
る
。

　
　「

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
」の
流
れ
に
つ
い
て

問　
接
種
の
開
始
時
期

と
優
先
順
位
は

答
　
町
長　
ワ
ク
チ
ン

の
供
給
が
あ
り
次
第
、

接
種
を
を
開
始
す
る
。

現
時
点
で
は
未
定
。
優

先
順
位
は
65
歳
以
上
の

高
齢
者
、
基
礎
疾
患
を

有
す
る
者
か
ら
始
め

る
。

問　
接
種
の
受
け
入
れ

体
制
と
、
そ
れ
ま
で
の

簡
単
な
流
れ
は
。

答
　
町
長　
病
院
や
診

療
所
等
で
行
う
個
別
接

種
と
町
が
設
置
す
る
集

団
接
種
を
予
定
し
て
い

る
。
対
象
者
に
接
種
券

と
予
診
票
を
郵
送
す

る
。　
　
　
　
　

問　
副
反
応
・
副
作
用

の
障
害
を
負
っ
た
場
合

の
対
応
は
。　
　
　
　

答
　
町
長　
接
種
と
の

因
果
関
係
が
認
定
さ
れ

れ
ば
救
済
給
付
を
行
う

た
め
の
健
康
被
害
救
済

制
度
を
活
用
す
る
。

問  

庁
舎
内
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と

内
部
統
制
の
確
立
は

答   

職
員
の
資
質
向
上
及
び

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
強
化
に
努
め
る

佐藤 博文 議員
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ここが聞きたい！一般質問

問　
Ｊ
Ｒ
瀬
戸
大
橋
線

以
南
の
「
ど
こ
が
水
路

で
、
ど
こ
ま
で
が
農
地

な
の
か
区
別
で
き
な
い

ぐ
ら
い
大
変
ひ
ど
い
状

態
で
あ
る
水
路
」
の
整

備
に
つ
い
て
、
今
後
の

全
体
改
修
計
画
は
。

答
　
町
長　
幹
線
水
路

か
ら
順
次
整
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
令
和
3
年
度
か
ら

7
年
度
ま
で
の
5
ヵ
年

に
665
ｍ
の
施
工
を
計
画

し
て
い
る
。
そ
の
後
に

つ
き
ま
し
て
は
、
財
政

状
況
を
見
な
が
ら
検
討

す
る
。

問　
10
年
を
経
過
し
た

第
4
次
早
島
町
総
合
計

画
の
結
果
を
評
価
し
、

改
善
・
検
討
し
た
第
5

次
総
合
計
画
の
営
農
環

境
整
備
は
。

答
　
町
長　
基
盤
整
備

の
遅
れ
に
つ
い
て
は
、

農
作
業
の
軽
減
化
に
よ

る
生
産
性
を
高
め
、
強

い
農
業
を
構
築
す
る
上

で
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。早
島
町
の
取
組
は
、

基
盤
整
備
に
は
相
当
の

時
間
と
経
費
が
掛
か
る

こ
と
か
ら
、
平
成
24
年

度
に
作
成
し
た
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
実
質

化
に
向
け
、
そ
の
改
訂

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

早
島
町
に
お
け
る
農
業

の
集
約
・
集
積
を
図
り

農
作
業
の
省
力
化
を

図
っ
て
い
く
。

問　

農
業
振
興
に
は
、

町
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
、
農
業
従
事

者
と
一
体
で
推
進
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
建
設
農
林
課
の
業

務
量
、
職
員
数
、
職
員

の
専
門
知
識
等
を
考
慮

し
、
組
織
体
制
を
見
直

し
て
は
ど
う
か
。

答
　
町
長　
100
名
程
度

の
正
職
員
と
会
計
年
度

職
員
で
い
ろ
ん
な
課
題

に
み
ん
な
頑
張
っ
て
い

る
。
大
幅
な
人
員
増
加

は
非
常
に
難
し
い
。

町
道
の
早
急
な
整
備
を

問　
町
道
は
、
朝
・
夕

の
通
過
車
両
、
大
型
車

両
の
通
行
量
増
大
、
車

両
の
高
速
化
、
路
面
崩

壊
・
老
朽
化
に
よ
り
地

元
住
民
は
大
変
不
安
を

感
じ
て
い
る
町
道
の
早

急
な
整
備
は
。

答
　
町
長　
路
面
や
安

全
施
設
の
整
備
は
重
要

と
考
え
、
令
和
3
年
度

道
路
維
持
費
を
１
，０

０
０
万
円
増
額
し
、
道

路
整
備
や
交
通
安
全
施

設
の
修
繕
、
更
新
に
努

め
る
。

問　
県
道
早
島
吉
備
線

か
ら
官
舎
へ
の
侵
入
道

路
は
、
主
に
町
道
と
し

て
機
能
し
て
い
る
が
、

南
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー

の
財
産
で
あ
り
、
路
面

の
老
朽
化
が
著
し
く
激

し
い
。
南
岡
山
医
療
セ

ン
タ
ー
と
交
渉
し
た
の

か
、
ま
た
、
交
渉
結
果

は
。

答
　
町
長　
平
成
29
年

度
に
公
文
書
で
道
路
整

備
要
望
書
を
提
出
、
今

年
度
協
議
し
た
が
明
確

な
答
え
が
出
て
い
な

い
。

問  

何
時
ま
で
か
か
る
水
路
整
備
、

今
後
の
改
修
計
画
は

答   
令
和
３
年
度
か
ら
５
年
で
665
ｍ
施
工
、

そ
の
後
は
、
財
政
状
況
を
見
な
が
ら

林 郁夫 議員

『老朽化が著しい県道から官舎への進入道路』
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ここが聞きたい！一般質問

問　
総
合
計
画
は
早
島

町
の
将
来
に
と
っ
て
最

も
基
本
と
な
る
重
要
な

計
画
で
あ
り
、
町
民
に

と
っ
て
も
大
変
関
心
の

深
い
も
の
で
あ
る
。

　
現
在
策
定
中
の
第
五

次
総
合
計
画
に
お
い
て

早
島
町
は
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
い
く
の
か
、

ま
た
、
そ
の
目
玉
と
な

る
施
策
、
事
業
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

か
、
町
長
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
問
う
。

答
　
町
長　
第
五
次
総

合
計
画
は
本
年
９
月
末

の
策
定
を
予
定
し
て
い

る
。

　
そ
の
中
心
と
な
る
施

策
は
Ｊ
Ｒ
早
島
駅
及
び

役
場
周
辺
に
お
け
る
土

地
利
用
の
転
換
に
よ
る

新
定
住
促
進
地
域
の
整

備
で
あ
る
。

　
駅
・
役
場
周
辺
と
計

画
道
路
の
沿
道
で
新
た

な
住
ま
い
や
暮
ら
し
に

便
利
な
施
設
が
立
地

し
、
そ
こ
に
は
歩
い
て

暮
ら
せ
る
環
境
を
求
め

て
町
内
外
か
ら
人
が
移

り
住
み
、
人
々
が
会
話

し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
、

賑
わ
い
の
あ
る
様
子
を

思
い
描
い
て
い
る
。

　
こ
の
定
住
促
進
地
区

に
お
い
て
は
、
将
来
に

渡
り
早
島
町
全
体
の
成

長
を
牽
引
す
る
よ
う
な

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
展
開
す
る
。

　
Ｊ
Ｒ
早
島
駅
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
、
屋
根
付
き

跨
線
橋
と
併
せ
、
住
民

交
流
や
買
物
支
援
施
設

を
一
体
的
に
整
備
す
る

こ
と
に
よ
り
、
町
の
玄

関
口
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
、
地
域
の
魅
力
、
町

の
ブ
ラ
ン
ド
発
信
に
つ

な
げ
る
地
域
再
生
拠
点

の
核
と
な
る
よ
う
事
業

に
着
手
し
た
。

問　
将
来
の
計
画
を
立

て
る
上
で
、
外
部
有
識

者
の
意
見
は
重
要
で
あ

る
が
、
反
面
、
町
の
内

情
を
知
ら
な
い
と
い
う

問
題
点
も
あ
る
。

　
国
家
公
務
員
で
あ
り

な
が
ら
町
内
、
役
場
内

の
こ
と
を
熟
知
し
て
い

る
総
合
政
策
監
の
率
直

な
意
見
を
聞
き
た
い
。

答
　
総
合
政
策
監　
早

島
町
は
立
地
も
よ
く
、

税
金
や
水
道
代
も
近
隣

よ
り
安
く
、
企
業
も
人

口
も
増
え
て
い
く
と
い

う
大
変
恵
ま
れ
た
環
境

に
あ
る
た
め
か
、
町
民

や
町
職
員
そ
れ
ぞ
れ
が

別
の
方
向
に
向
か
っ
て

走
っ
て
い
る
印
象
が
あ

り
、
な
か
な
か
前
に
進

め
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。

　
第
五
次
総
合
計
画
で

早
島
町
の
進
む
べ
き
道

が
示
さ
れ
、
そ
の
意
義

が
共
有
さ
れ
れ
ば
、
恵

ま
れ
た
環
境
を
生
か
し

て
大
き
く
飛
躍
で
き
る

町
だ
と
感
じ
る
。

　
ま
た
、
地
方
創
生
の

ソ
フ
ト
事
業
を
通
し
て

町
内
外
に
情
報
発
信
す

る
こ
と
も
不
可
欠
。

　
引
き
続
き
地
域
再
生

計
画
の
推
進
へ
の
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◆ 

指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
促
進
に
つ
い
て

　

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
、
よ
り
町
民
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

と
同
時
に
、
町
の
財
政

負
担
を
軽
減
さ
せ
る
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入

を
加
速
す
べ
き
で
あ
る
。

◆ 

義
務
教
育
学
校
の
構

想
に
つ
い
て

　
財
政
的
な
妥
協
案
で

あ
る
「
５
・
６
年
生
の

み
」
を
現
在
の
中
学
校

に
移
転
さ
せ
る
こ
と
は

デ
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。

教
育
的
見
地
か
ら
み
て

理
想
的
な
の
で
あ
れ
ば

「
小
中
一
体
型
義
務
教

育
学
校
」
を
目
指
す
べ

き
。
そ
れ
に
伴
う
財
政

計
画
を
長
期
的
に
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

問  第五次総合計画のビジョンと主な施策、事業は

答  駅と駅周辺の新定住促進地域の整備により
魅力あるまちづくりを目指す

細田 貴道 議員
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ここが聞きたい！一般質問

問　
平
成
21
年
に
設
置

し
たhaya_w

ireless

。

平
成
30
年
９
月
に
は
、

こ
れ
に
替
わ
り
Ｏ
ｋ
ａ

ｙ
ａ
ｍ
ａ　
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ　

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ　
Ｌ
ｉ
ｔ

ｅ
（
以
下
岡
山
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
）が
整
備
さ
れ
た
。

　
現
在
は
、
早
島
町
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
さ
つ
き

荘
、
い
ぶ
き
荘
、
西

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
中
央
公
民
館
、

ゆ
る
び
の
舎
、
い
か
し

の
舎
、
観
光
セ
ン
タ
ー

他
13
か
所
に
設
置
さ
れ

て
い
る
。

　
町
長
は
現
在
設
置
さ

れ
て
る
岡
山
Ｗ
ｉ-

Ｆ

ｉ
を
実
際
に
使
っ
て
み

た
の
か
。
ま
た
、
使
っ

た
の
で
あ
れ
ば
そ
の
評

価
は
。

答
　
町
長　
い
わ
ゆ
る

利
用
し
た
程
度
で
、
実

証
実
験
を
し
た
わ
け
で

は
な
い
。

現
在
の
通
信
速
度

で
満
足
で
き
る
？

問　
現
在
の
通
信
速
度

は
満
足
で
き
る
レ
ベ
ル

な
の
か
。

　
図
書
館
や
公
民
館
で

の
利
用
者
の
声
を
聞
く

と
、
つ
な
が
り
に
く
い

の
で
あ
ま
り
使
っ
て
な

い
と
い
う
、
声
が
圧
倒

的
だ
っ
た
。
ま
た
、
１

日
に
30
分
８
回
利
用
で

き
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ス
マ
ホ
等
が
ス
リ
ー
プ

（
省
エ
ネ
モ
ー
ド
）
に

な
る
と
30
分
経
た
ず
通

信
が
途
絶
え
て
し
ま

う
。
こ
う
し
た
状
況
に

つ
い
て
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
企
画

課
長
　
当
初
の
目
的
の

レ
ベ
ル
に
は
達
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
思

う
。
た
だ
、
動
画
の
視

聴
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー

ム
等
は
デ
ー
タ
量
が
多

く
、
長
時
間
と
な
る
よ

う
な
利
用
は
、
想
定
し

て
い
な
い
。

形
式
的
通
信
イ
ン
フ
ラ

問　
３
月
の
広
報
紙
に

「
町
内
13
施
設
で
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス

を
御
利
用
く
だ
さ
い
」

と
あ
る
が
、実
際
に
は
、

施
設
内
で
も
つ
な
が
る

場
所
が
限
定
さ
れ
て
い

る
。
形
式
的
な
通
信
イ

ン
フ
ラ
整
備
と
い
う
ふ

う
に
し
か
取
れ
な
い
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
企

画
課
長　
今
回
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
で
、
岡
山
Ｗ

ｉ-

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
の

カ
バ
ー
エ
リ
ア
等
、
解

か
り
易
く
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

速
や
か
に
着
手
す
る
。

問  公衆無線LAN（情報インフラ）の見直しを

答  各施設のカバーエリアの詳細等、解かり易い工夫をする

佐藤 智広 議員

「下り」速度の一般的な目安
メールやSNSのメッセージ受信（画像等が無いもの）⇒～１。
WebサイトやSNSの閲覧⇒～20。動画視聴（YouTube
など）⇒30～。
オンラインゲーム⇒～100（単位はすべてMbps＝メガビッ
トパーセコンド）

一
般
的
な
Ｗ
ｉ‒

Ｆ

ｉ
の
ス
ピ
ー
ド
の
目

安
は
70
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ�

（
メ
ガ
ビ
ッ
ト
パ
ー

セ
コ
ン
ド
）
と
い
わ

れ
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ

会
議
等
で
ビ
デ
オ

チ
ャ
ッ
ト
を
円
滑
に

行
う
た
め
に
必
要

な
速
度
が
30
～
60�

。

ポ
ケ
ッ
ト
Ｗ
ｉ‒

Ｆ

ｉ
の
通
信
速
度
が

約
50
。
Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ

の
通
信
速
度
が
60

Ｍ
ｂｐ
ｓ
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ここが聞きたい！一般質問

事
業
仕
分
け
に
つ
い
て

問
　
費
用
対
効
果
（
便

益
）
が
一
・
〇
以
上
の

評
価
が
必
要
で
あ
る
、

と
の
国
の
基
準
を
ご
存

知
か
。

答
　
町
長　

本
町
で

は
、事
業
仕
分
け
で
は

な
い
が
、
Ｊ
Ｒ
早
島
駅

周
辺
整
備
な
ど
は
、
本

町
財
政
規
模
か
ら
し
て

大
規
模
な
事
業
に
つ
い

て
は
議
員
の
皆
様
に
、

お
諮
り
し
、
設
備
の
必

要
性
や
、
費
用
対
効
果

を
考
え
た
中
で
実
施
し

て
い
る
。

流
通
団
地
ポ
ン
プ
場

整
備
工
事
と
関
係
法

律
等
に
つ
い
て

問
　
建
築
基
準
法
、
消

防
法
、
電
気
事
業
法
等

起
案
書
及
び
入
札
関
係

文
書
等
に
明
記
さ
れ
て

い
る
か
。

答
　
町
長　
事
業
実
施

を
行
う
中
で
、
そ
の
時

点
で
法
律
に
基
づ
く
必

要
な
手
続
き
は
起
案
等

を
作
成
し
実
施
し
て
い

る
。

駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

計
画
に
つ
い
て

問
　
費
用
対
効
果
（
便

益
）
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
総
合
政
策
監　
便

益
は
４
０
年
間
で
約
２

億
８
０
０
万
円
で
あ

る
。（
国
土
交
通
省
の

基
準
一
人
当
た
り
二
円

で
利
用
客
を
一
日
当
た

り
千
二
百
人
と
し
て
計

算
）
投
資
予
想
額
は
約

１
３
億
円
で
あ
る
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
買

物
支
援
設
備
で
の
効
果

（
便
益
）は
試
算
し
て
い

な
い
。

防
災
無
線
に
つ
い
て

問
　
Ｍ
Ｃ
Ａ
方
式
と
の

比
較
に
つ
い
て
。

答
　
町
長　
導
入
に
際

し
て
は
、
災
害
発
生
時

に
電
波
の
集
中
に
よ
る

輻
輳
を
少
し
で
も
避
け

る
た
め
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
方
式

は
採
用
し
な
か
っ
た
。

問
　
拡
声
器
で
聞
こ

え
な
い
地
区
は
あ
る
の

か
、ま
た
、そ
の
対
策
は
。

答
　
総
務
課
長　
拡
声

器
で
の
放
送
が
聞
こ
え

な
い
地
区
が
あ
る
が
、

今
年
度
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
利
用

す
る
手
法
を
考
え
て
い

る
。

排
水
機
場
の
整
備
に

つ
い
て

問
　
排
水
機
場
の
整
備

で
は
非
常
用
発
電
機
の

整
備
を
県
に
対
し
て
強

く
要
望
す
る
こ
と
を
求

め
る
。

　
最
近
の
地
球
温
暖
化

に
よ
る
豪
雨
災
害
を
前

提
と
し
て
、
非
常
用
の

発
電
機
が
必
要
で

な
い
な
ら
ば
、
そ

の
理
由
を
明
確
に

す
る
こ
と
を
求
め

る
。

答
　
町
長　
排
水

機
場
の
仕
様
に
つ

い
て
は
、
事
業
主

体
が
県
で
あ
る

が
、
大
雨
等
に
よ

り
浸
水
被
害
が
生

じ
や
す
い
本
町
に

と
っ
て
は
排
水
機
場
の

稼
動
は
命
綱
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
設
計
に
際
し

て
は
、
し
っ
か
り
と
町

の
意
見
を
伝
え
る
な
ど

十
分
協
議
を
行
い
な
が

ら
実
施
し
て
い
く
。

答
　
建
設
農
林
課
長

　
長
寿
命
化
を
主
体
と

し
た
整
備
計
画
で
あ

り
、
令
和
３
年
度
に
設

計
に
着
手
す
る
が
、
費

用
対
効
果
を
検
証
し
な

が
ら
実
施
す
る
。

　
非
常
用
発
電
機
の
設

置
は
整
備
費
用
が
高
額

と
な
る
た
め
、
今
回
の

計
画
に
は
な
い
。

問  説明責任、費用対効果（便益）について
適格な答弁を求める

答  大規模事業については費用対効果を考慮して実施している

佐藤 辰美 議員

弁才天排水機場
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投
稿
募
集

　
早
島
町
議
会
だ
よ
り
で
は
、
皆

さ
ん
が
撮
影
し
た
写
真
や
コ
メ
ン

ト
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
表
紙
の
写
真
も
募
集
し
て
い
ま

す
。）

▽
応
募
規
定

①�

町
内
で
撮
影
さ
れ
た
写
真

②�

サ
イ
ズ
は
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
の

場
合
は
２
Ｌ
サ
イ
ズ
以
上
。

　

�

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
場
合
は

フ
ァ
イ
ル
サ
イ
ズ
５
Ｍ
Ｂ
以

下
（
表
紙
の
写
真
の
場
合
は

１
２
０
０
万
画
素
以
上
）

③
未
発
表
の
も
の

▽
応
募
方
法

①�

作
品
（
１
人
１
点
）
に
は
左
記

の
事
項
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

�

住
所
・
氏
名
・
作
品
の
タ
イ
ト

ル
、
コ
メ
ン
ト
（
50
字
以
内
）

②�

郵
送
の
場
合
は
、
返
却
希
望
の

有
無
も
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
�

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
場
合
は
、

メ
ー
ル
に
添
付
の
上
お
送
り
く

だ
さ
い
。

▽
そ
の
他

①�

議
会
だ
よ
り
掲
載
時
に
は
、
作

品
の
タ
イ
ト
ル
、
住
所
（
町
名

ま
で
）、
作
者
名
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

②�

人
物
が
特
定
で
き
る
場
合
ま
た

は
個
人
の
所
有
物
で
あ
る
場
合

は
、
必
ず
ご
本
人
の
承
諾
を
得

て
く
だ
さ
い
。（
肖
像
権
や
著

作
権
に
関
し
て
、
一
切
の
責
任

を
負
い
か
ね
ま
す
。）

③�

採
用
さ
れ
た
作
品
の
使
用
権

は
、
早
島
町
議
会
広
報
特
別
委

員
会
に
帰
属
し
ま
す
。
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。
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早島町議会構成
予算審査常任委員会

委 員 長 根木　　一
副委員長 林　　郁夫
委　　員 舩越　健一
委　　員 古田　敬司
委　　員 佐藤　智広
委　　員 真鍋　和崇
委　　員 細田　貴道
委　　員 佐藤　辰美
委　　員 佐藤　博文

議会活性化特別委員会
委 員 長 根木　　一
副委員長 細田　貴道
委　　員 舩越　健一
委　　員 平岡　　守
委　　員 古田　敬司
委　　員 佐藤　智広
委　　員 真鍋　和崇
委　　員 佐藤　辰美
委　　員 林　　郁夫
委　　員 佐藤　博文

総務厚生常任委員会
委 員 長 林　　郁夫
副委員長 真鍋　和崇
委　　員 平岡　　守
委　　員 佐藤　智広
委　　員 佐藤　辰美

産業文教常任委員会
委 員 長 細田　貴道
副委員長 古田　敬司
委　　員 舩越　健一
委　　員 根木　　一
委　　員 佐藤　博文

議会運営委員会
委 員 長 林　　郁夫
副委員長 細田　貴道
委　　員 古田　敬司
委　　員 真鍋　和崇
委　　員 根木　　一
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インキは有害なVOC（揮発性有機化合物）
を排除しほぼ 100％植物油を材料とした
ベジタブルインキを使用しています。

この広報誌は、
再生紙を使用しています。

発
　
行
　
　
早
島
町
議
会

　5年間議会事務局でお世話になり
ました。
　議会事務局では議員の方々を通し
て、町民の皆様のさまざまな声に触
れることができました。
　今後もこの経験を活かしていける
ように努力してまいりたいと思いま
す。ありがとうございました。

学校教育課　主事
藤井　夏樹

ふじい　なつき

　４月に総務課から異動してまいり
ました。町民の皆様に近い開かれた
議会づくりのため、議会活動をサ
ポートしてまいります。よろしくお
願いします。 議会事務局　主任

赤堀　俊輔
あかほり 　しゅんすけ

Q1：どんなお仕事をされていますか
Q2：今後の抱負をお願いします

ニューフェイス
わが町の

議会事務局職員が変わりました

①�総務課整備計画室で主に地方創生推進交付金に関する業務を担当しています。

②�一日でも早く早島町の力になれるよう努力してまいりますので、ご指導の程よろしくお願い
いたします。

水田　裕文　整備計画室　室長
みずた　ひろふみ

①�税務課で主に軽自動車税に関する業務を担当しています。

②�今はまだ上司の方々に頼りっぱなしですが、今後は少しでも負担を減らすことができるよう
しっかりと自分の業務をこなしていきたいです。町民の方々が安心・安全に暮らすことがで
きるよう頑張りますのでよろしくお願いいたします。

田尻　将樹　税務課　主事
たじり　まさき

①�教育委員会の生涯学習課に配属になり、生涯学習のまちづくりを目指しています。

②�生涯学習課は、町民の皆様と協働で行う多くのイベントを実施しています。皆様と共
に生涯学習のまちづくりを推進していきたいと思います。

村木　美晴　生涯学習課　課長
むらき　よしはる


